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助産診断技術 (表 1)分娩予測の技術 (衣
2)助産計画 (表3)分娩第1期,2期のケア



































分娩経過についていけなかった 4果 た 受け持ち時子宮口7cm促進目的で人破後という状況であったた


























下降を横路してから移童することもある正常 出来な 胎児予備能力の診断 10からの 会
陰切開の時期診断 4逸脱の かつた 分娩の経過そのものの藤断 3可能性 項目 弱いなつと思ったら何が陣痛を弱くしているのか考えケアする/急
激に進行したのはなぜか(17) (17) 後方後頭位の
原因､起った際の経過,それを改善させるためのケアを考えるように表2 分娩予測の技術大




















娠.分娩耗通で計膏立案が農しかった症例 1生括壌敬(3) 出来ない(3) 分娩
促進 (疲労を予防という視点)
のための生清壊助 3自己 出来な 粁神的凄助 2概念 かつた 前回の分娩社債が鮮明で今回も急に進行
するのではという強い不安に対してどこまで計画にもりこめたか(2) (2) 陣痛を我慢出来ない自分が情けないという産婦に対して清神的なサポートも出
来たら良かつた再立案 出来な 分娩管理の変更に対する計膏変更 1(l) い(1)
途中アトニンを使用したので胎児へのストレスなど経過にそって変更していくことその他
アドバ もう一度経過を振り返ってその時点でのアセスメント､計画立案を行うように(2) イス(2 計画立案に時間がかかり第1期の擦過親祭ができなかったのが行動が
バ夕バ夕となった原因のようだ表4 分娩第1･2期のケア大項目 小項目 その主な
内容呼吸法の措導 出来た 呼吸法の措辞は出来ていた2/呼吸法は不瀬とうまく協力しながら出来たな 産婦をリードして呼吸法の滑等
を行う 4(7) かつた 呼吸法は産婦と同じように2人で慌ただしくなっていた.まきこまれないよ
うI.,=｡産浦の緩和 出来た 産浦蜂和のマッサージは産婦に喜んでいただけた2/連結緩和は助手とともにできたな 蓮井










正常逸 出来な スタッフから何層を拒頼されるまで気付かなかった 3
脱回避 かつた 血圧
上昇/児心音低下の溝助 (4) 自ら同類畔紳輔できたがケアにうつせなかった 1
(4) 血圧が高いといことが同額にあげられていたのにケアがなかった.産婦 出来




た 有効な休息への凄助/児頭下降促進のための体位の工夫出来な 徹弔辞井に対する捷助 3促進へ
かつた 児煮下降不良に対する溝助 2の援助 (8) 子宮口の浮農
対しての対処 2(ll) 回旋
異常に対する凄助 1アドバ 分娩促進プラス因子 (例えば俸重が増えてない､骨盤入口面広いなど)をいかにい
かすか.マイナス因子をイス(1) どのようにカバーするか (プラスに転じさせるか)は助産婦次




容分娩室 出来た 急激に子宮口が関大し移塞後は準備で大変だった.でも早めの準備で破水時以降の対応はスム-ズだったな 分娩童の準備を行う時期､
手版が遅い 2の かつた 分娩室の準備の時
期.方法が不適切 1準備(ll) (3) 子宮口7-8cmの経産婦を陣痛童で一人に
して準備するのは考えものアドバイス(7) 早めに準備をする,準備に要する時間
を知っておくこと6/その他1産婦の準備 出来た 外陰部消毒の時期は適切であった
来な 分娩件位の工夫が出来なかった 4(5) かつた 分娩台の高さを考える
/分娩台はもう少し高い方が会陰の状頚が分かる(4) 努責時の姿勢を考えるように/分娩体位をよ 位雇にできるように
助産婦 出来な 分娩介助､準備の位置が不立切 1の準備(1) かつた(1) ガウン着用時など立つ位置が産婦から離れすぎて
いた分娩 出来な 予沸外の進行の麻.摩先J5位を考える 10急敵な分娩進行の際何を健先させるのか考える (例えばベビーの吸引､人をよぷ)必要 子宮口9cmで児心音の低下が見られていたので















.人工 出来な 人工破膜が出来ない 1
破膜(1 かつた 人工破膜の手技を復習す
ること瓜門 出来な 会陰保叢にうつるタイミング 2保護 かつた 会陰の伸展が良かつたので虻門保護か
ら会陰保護へうつるタイミング (特に左手の児の回旋を援助)ば重要(2) (2) 肛門保護から会陰保護へ変わる時期の判断が出来
るように会陰保程 出来た 正い 位ゝ置に保護線をあ
てることが出来た(7) 会陰保護はできていた/会陰









う手加減してあてる会陰 出来な 左手による児頭娩出の済節が出来なかった 6保護 児





3要素や産婦.助産婦との閑係も大切/息み方のリー ドと左右の手の協網を復習保護左右 児頭娩出時の会陰保務は陣痛の強弱や産婦の努斉のカを粥節しながら行うアドバ 大まかな流れをと
らえ児の回旋とともに事をどうのように動かしていくのか整理しておくようにの手 イス 児頭が最小周囲径で出な










勝帯巻 出来な 巻線の竃蕗 1









回旋への促進の溝助が必要であった 2躯幹 出来な 躯幹の把持が不十分 3娩出 かつた 児によっては君が急激に娩出されることもあるので自分の手でしっかり受
け止めれる様に(5) (5) 児の娩出の方向が患






技が出来なかった 1表8 分娩第4期のケア大項目 小項目 その主な内容異常の
出来な 分娩集4期の我寮 5 内訳>出血4/一般状態 1早期 分娩だけでなく出血量にも酪心を向けよう.多いなと思う時は康先的に出血量を謝定するよう
に発見 かつた 収櫛が恵かつたことと創部からの出血が多かつたことから顔色の観察や声かけも大切
(8) (6) 分娩第4期の戦寮は出来たが判断が違った 1出来た
分娩第4期の載察 2(2) 出血量
､卵膜進発があることから判断して時間毎の戟寮はできていた適切な時期の観察と報告によ
って異常の早期発見ができるということが学べた真常の 出来な 異常予防のためのケア 1予防
(2) かつた 勝耽充満が子宮収筋を妨げていたことからも早めに串尿するべきであった出来 出血が少量､収播良好.液相
尿などを考えるとあなたの導尿をしないという判断は間違っていない分娩 出来な


















する表10基本的態度大項目 小項目 その主な内容対象 良好 九一日のつきあい
であなたも疲れたと思うがそのような態度をみせなかったことは立派だと患う(5) よくベッドサイドにいけていたので十分精神的支えに っていた/比較的落ち着いて
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